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る反発が生んだものだ、という意見もある。   
このように、グローバリゼ ーションに様々な歪  
みが生じ、またグローバリゼーションに替わる考  
えが多数生まれてきている現状の中で、本稿では  
Ⅱ 地域統合とは  
近年、地域主義の動きが世界の各地で活発化し、   
今や世界の主要国のほとんどがいずれかの地域統   
合に参加し、地域統合の拡大と進化、地域統合間   
の提携など、活発な地域主義外交を展開している。   
ここで用語の定義をしておくと、EU（欧州連合）、   
NAFTA（北米自由貿易協定）、MERCOSU   
R（南米南部共同市場）、AFTA（ASEAN自由   
貿易協定）、APEC（アジア太平洋経済協力会議）   
などのように、地域的に関係の深い特定の複数国   
の間で、限定的な自由化の利益を宰受しようとす   
ることを地域主義（regional由m）と言い、この地域   
主義に基づき、複数の国が制度的な枠組みを持っ   



































































































































































Ⅵn肝モデルでは不十分である。   
しかし、一番の問題点は、貿易転換効果と貿易  
創出効果からなる静態的効果は、地域統合の効果  
のほんの小さな一部にすぎないということである。   






































Ⅳ 動態的効果  
自国の代表的個人の間接効用関数を、   
れ♭十初耳巨‥・……… ・（4，1）   
とする。ただし、pはアウトサイダーの財価格ベ  
クトル、tは関税などの貿易障壁ベクトル、乃は   
それそれの産業で利用可能な財のバラエティベク  
トル、gは総支出額である。   
支出額は要素収入、利潤、関税収入の合計に等   
しいので、   
－49－   



















す。   
この2式を変形し、自国がパー トナーと結合し  
たとき、その経済厚生がどのような影響を受ける  
のかを考える。   
庇＝W庇＋′肱＋（ダ＋トα）dr＋．坤＋励   
一助∫血＋α励汁如（αf）…・（4，5）′  
と変形できる。   
以上導出した（4，㊥式と（4，5）′式を（4，釦式に代入  
することで、次の式を得ることができる。  
‘叫  岬＝α′血一批吋－αり－椚車  
ト1‥・   
＋（㌣＝－〟）叔一助∫か覧血…‘九＋ね好  
転  





























曳 ＝＋山山か‥働   ■  
㌔ 帖   咋  咋  
となる。   
こ；プ 
格と所得に関する偏微分の比は需要関数に等しい  
ので、   
巧  －－＝ ズ＋研（ただしノ＝拘わ…‥（4，4）   
覧  
である。また、（4，2）式を全微分すると、  
庇＝W庇＋′肱＋（エーJ肋Ⅳ）血′＋（方一助r）オ   
十（β＋トα）dr＋ノ坤＋湖一助∫血  





となり、これを（4，6）式に代入することで、  ケース1  
自国が小国（すなわち自国の貿易量の変化がア   































対して最適関税をかけて交易条件を変化させる。   





















































も見逃せない。   
ケース1、ケース2ではa1loeation e飽c七のみ  
であったが、このケース3ではさらに、（4，㊥式の  















































































（∂炉一品肝）＝αカ ……… ・（5，7）  
時局式と略7）式を崩声Fについて解くと、  
読Ⅳ＝鵬ト（ト巾払 ……… （5，8）  
を得る。よって、非Aブロックの輸入需要の価格  
弾力性は、  
g＝∫＋（1－∫）汀 ………‥ （5，9）  
となる。略劇式を（5，3）式に代入すると、   




J＝ ‥………… （5，カ  





′・＝ …………‥ （5，3）  
と表せる。ただし、fは、ブロックからの輸出に  
対する、ブロック域外の輸入需要の価格弾力性で  
ある。   












椚＋d＝γ  ………… （5，12）  





















dⅣ＋ク椚『＝γ肝 ………‥ （5，蔚  
となる。pはAブロックが産出する財の、非Aブ  
ロックの財に対する相対価格である。   
関税を一定とし、pの変化による効果を考えて  
ー53⊥   






冨＝（l＋けグ（β－1）……‥ 略13）  
となる。  
晩11）式、（5，12）式、軋13）式より、  
J′  ＿、   〟／β  
〝J＝  
（l十／）α直ト1）＋1  （l＋∫㌢舶－1トl  
……‥ 略14）  










＝kl＋′）♂＋β－1rl …… （5，15）  
となる。つまり、ある貿易ブロック域外国の収入  
に対する当該ブロックの輸出の割合は、関税率と  














－  β／〟  C〃′＝∫×  
呵β（1十げ＋β－l  
β（l＋げ／〟  
（．－β＝  （略13）式より）  
（1＋J）α＋β－1   
であるので、これらを晩16）式に代入して、  上図より以下のことが明らかになった。すなわ  
ち、代替の弾力性がどのような値であれ、世界の   
厚生はB＝1、すなわち自由貿易の時に最大値1  
をとる。そして、貿易ブロック数が3の場合、世   
界の厚生は最低値をとるのである。  
これは、かなり興味深い結果である。というの   


































































ないのが現状である。   






既に述べたように、モデルで指摘された数多く   
の地域統合の経済効果の有無や大きさは、それぞ   
れが置かれている状況によって異なる。実際の地   




































































（Haaland and Norman1992）（Baldwin and  
Pan喝a卸a1998）では、域外国、特にEFTA  
諸国へのマイナスの厚生効果が生じると指摘して  
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